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効率的システム開発及び1使いやすい利用環境を
実現するVOS3新対話システム
NewlnteractiveSYStemOfVOS3.theEffectiveSYStem Deve10Pment

and EasY-tO-UseEnvironment

電子計算機を使用して各種の業務を行なう際に,マンーマシンの対話による形式が

催いやすさの点で適していることが多い｡また,近年の計算機利用分野の拡大に伴

いニーズが高い｡

新対話システムは,従来のVOS3TSSの上位に位置し,対話形式の業務を円滑に

実行できるための機能を盛り込んだ新しいソフトウェアプロダクト群である｡

主な特徴は,対話業務実行のための諸共通機能をミドルレイヤMODElとしてレ

イヤ化し,業務間の連携を可能とした点である｡また,総合形テキストエディタASPEN

などの対話形プログラム群を充実させることでユーザーのプログラム生産性向上を

目指している｡

n 緒 言

従来のプログラム開発中心のTSS(TimeSharingSystem)

イメージを脱却して,業務の開発･実行両面で使いやすい対

話環境を実現することを目的として,新たな対話システムを

開発し1985年10月から順次出荷を開始した｡本システムは?欠

のプログラムプロダクト群から構成される｡

(1)新対話システムの核(MODEl:MultトmediaOpen-

endedDialogueEnvironmentl)削)･1)を構成するプログラム群

(2)総合形テキストエディタなどのユーザー業務開発のため

のプログラム群

(3)ユーザーアプリケーション業務,OA(OfficeAutomation)

業務支援のためのプログラム群

これらのプログラム群の開発背景･ねらい･特長について

述べる｡

日 新対話システム開発の背景とねらい

(1)背 景

近年,コンピュータシステムの適用業務の増大･多様化に

伴い,対話システムの利用分野は従来のプログラム開発支援

という砕から意志決定支援やOA業務へと拡大している｡

このような状況の中でi欠のニーズが高い｡

(a)業務開発(プログラム開発など)の生産性向上･…‥対話

という環境をうまく利用し,生産性を向上させたい｡

(b)エンドユーザー指向‥‥‥コンピュータの専門家だけで

なくエンドユーザーも直接利用したい｡

(c)適用業務形態の拡大‥…･定型的な基幹業務だけでな

く,非定型的な個別業務にもコンピュータを適用したい｡

しかし従来のVOS3TSS(Viれualstorage Operating

System3TimeSharingSystem)だけでは,OS(Operating

System),TSS制御,テ+タ管理などを直接便用する必要があ

り次の問題点がある｡

※1)MODElとは,村議環境基盤製品(Multトmedia Open-ended

DialogueEnvironmentl)の名称である｡

*【トンニj製作J叶ソフトウエア卜域

大谷 莫* ル払加わ払,〟

梅野健児* 〟`ツ′ノ/亡ん〃`リ～(ノ

(a)同じような機能(例えば,画面の表示･入力,メニュw

選択など)をアプリケーションごとに重複して開発する必要

があり効率が悪い｡

(b)アプリケーションの開発や利用のためにOSやTSSなど

の専門的な知識を必要とする｡

(c)幾つかのアプリケーションを必要に応じ組み合わせて

使いたいときでも,アプリケーション間を簡単につないで

実行させることができず,非定型業務に適さない｡

これらの問題点を解決し,ユーザーニーズを満たす対話シ

ステムの開発が必要であった｡

(2) ミドルレイヤの設定

まず第一歩は,OS,TSS制御,データ管理などの機能層(シ

ステムレイヤという｡)とアプリケーションプログラム群の層

(アプリケーションレイヤという｡)の間に対話環境での業務開

発･実行に必要な機能を提供する層を置くことであった(図l)｡

対話環境基盤製品MODElは,このミドルレイヤを構成す

るプログラムプロダクト群の総称である｡

(3)新対話システムのねらい

ミドルレイヤであるMODElを中心に,各種アプリケーシ

ョンプログラムを組み合わせることによって新対話システム

を構成させることとした｡新対話システムの主なねらいは

図2に示すとおりである｡

(a)全画面モード対話機能の充実

対話に使用する端末には行モード媒2)と全画面モード炎3Jが

ある｡従来は行モードが価格の点で圭子充であったが,近年

は全画面モード系端末が主i克となってきている｡また対話

操作性の点から,2i欠元の入出力が可能な全画面モードの

ほうが明らかに優れている｡以上から全画面モードを基調

※2)行モードとは,タイプライタ型の端末のように,一行ずつ応答を

繰り返す形式のことである｡

※3)全画面モ【ドとは,例えばT-560/20ディスプレイ装置のように,

CRT画面全体を使用して応答を行なう形式のことである｡
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今までのTSSの形態
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トションレイヤ
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注:略語説明

TSS(T･meShar･ngSystem),AP(Appl■CationProgram),OS(Operat■ngSystem)

MOD巨1(Mu†tl-mediaOpen-ended Dla10gUe EnvlrOnmentl)

図l ミドルレイヤの設定 二つの機能層(レイヤ)の中間レイヤとLて

MOD巨lを設定L対話環境で必要なヰ幾能をまとめた.J

新対話システムのねらい

全画面モード対話機能の充実

業務の統合化

ユーザーの負担軽減

オープンエンデイッドな形態

･･全画面による対話

=業務間の連携強化

‥データの論理化など

‥既存プログラムの継承
(段階的な適用)

図2 新対話システムのねらい 主なねらいは図示の四つの点である｡

とした機能を充実させる｡

(b)業務の統合化

対話環境ではエンドユーザーが各種の業務(仕事,作業)

を自由に結合できることか望ましい｡異なる業務(例えばソ

ース編集とコンパイル,あるいはデータ値入力とグラフ化

など)を組み合わせ,連携させることで,効率よくかつ簡易

な操作で業務を進められることが多い｡

このためには,対話環境で動作するプログラム,コマン

ドあるいは画面が互いに連携を取り,情報をi度し合えるし

かけが必要である｡

(c)ユーザーの負担軽i成

業務が連携していても受けi度す情報(データ)の表現が

個々のプログラムや物理的な装置に依存していては,自由

な情報受け渡しができない｡このため,データをこれらに

依存しない形でユーザーが取r)扱えるようにする必要があ

る｡特に,多種メディア(表,グラフ,図形など)を扱える

よう拡張性をもたせる点でも,このようなデータの論理化
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図3 新対話システムの構成 システムレイヤ,ミドルレイヤ(MODEり

及びアプリケーションレイヤの三つの層から構成されている｡

(抽象化)を具体化する必要がある｡

(d)オープンエンデイッド(開放形)な形態

(a)～(c)を実現するために,新対話システムとして新しい

インタフェースを提供するが,既存のインタフェースも併

存させる｡したがって,ユーザーは既存のプログラムを変

更することなく新しいプログラムと共存させて業務を行な

える｡これによって既存のユーザープログラムの継承,段

階的な適用が可能となる｡また一つのインタフェースで閉

じていないので,様々のフ○ログラムと組み合わせて対話業

務を組み立てられる｡

臣】 新対話システムの特徴

新対話システムの特徴はミドルレイヤ(MODEl)の設置と

その上で動作する対話操作性を重視したアプリケーションプ

ログラム群にある｡ここでは,新対話システムの構成を述べ

るとともに主な特徴と考え方を述べる｡

3.1構 成

図3に示すとおり,3層のプログラム群から構成されている｡

(1) システムレイヤ

OSの機能層である｡制御プログラム,データ管理プログラ

ム,通信管理プログラム,TSS制御プログラムなどから成る｡

従来からのVOS3TSSシステムは,この層の上で直接アプリ

ケーションプログラムが動作する形態であった｡

(2) ミドルレイヤ

複数のアプリケーションプログラムを連携させるための機

※4)パネルとは,端末ディスプレイ装置に表示される画面イメージの

ことである｡表示されるデータや付随する対話操作の定義情報も

含む｡
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能(アプリケーションプログラム聞達結機能)と対話に使用す

るパネル欺4)を制御する機能(パネル制御機能)の二つを軸とし,

各種メディアを処理するための共通機能を一つの層にまとめ

た｡メディアの種頬としては,グラフィックス,ビジネスグ

ラフィックス,画像,表データが使用できる｡

(3)アプリケーションレイヤ

エンドユーザーの業務を実際に実行するプログラム群から

成る｡このレイヤのプログラムは次の2種類に大別できる｡

(a)開発支援用プログラム群

ユーザープログラムを開発するために使用されるプログ

ラム群である｡COBOL,FORTRANなどのコンパイラ,

プログラムを作成･更新するためのエディタ,テストする

ためのテーパッフグなどである｡

(b)ユーザー業務実行用のプログラム群

エンドユーザーのEDP(ElectronicDataProcessing)業

務やOA業務を実際に実行するプログラム群である｡ユーザ

ー作成のプログラムのほか,文書処理,グラフィック処理

用のプロダクト群などが含まれる｡

3.2 特 徴

マンマシンの対話システムでは,エンドユーザーが端末装

置を使い,自由かつ効率的に業務を行なえること及びそのよ

うな業務を簡単に開発できることが重要である｡この目的の

ためにVOS3新対話システムで実現した次の特徴について述べ

る｡

(1)各種処理間の制御の結合とデータの結合

新対話システムで実際に業務を処理するのは,アプリケー

ションレイヤに属す各種のプログラム,コマンドプロセッ

サ郎),コマンドプロシジャである｡これらの間で制御を移し

合い,またデータ(情報)を渡し合うことによって,エンドユ

ーザーが対話業務を実行する際の効率を上げることができる｡

一例として,図4にソースプログラムのエディタである

ASPEN(Advanced Editor System for Programming

Environment)とコンパイラの連携の様子を示す｡連携機能が

ない場合,｢ソース編集+→｢コンパイル+→｢コンパイルエ

ラーの修正+は通常次の手順による｡

(a)エディタでソースプログラムを作成

(b)エディタを終了させてコンパイルを実行

(C)コンパイル結果リストでエラーをチェック(エラーのあ

った箇所と内容をメモにしておく｡)

(d)エディタを起動してメモに従ってソ柑スを憺正Lて(b)

に戻る｡

これに対し図4の形をとれば,一一連の作業の中でメモを取

ることもなくコンパイルエラーの修正ができる｡

また,ミドルレイヤにもユーザ【のプログラムや,ユーザ

ーのコマンドプロシジャ間の結合のための機能をもたせてい

る｡図5に示すように,これは更に端末ユーザーの操作対象

となるパネルを軸に結合可能な形とし,エンドユーザーを主

体とした連携操作ができるようにしている｡

(2)パネルを中心とした業務の実行

全画面のパネルを仲介として端末ユーザーがコンピュータ

内の処理と対話できることを目的とした｡対話の内容には,

処理の開始指令,値の投入など様々のものがある｡使用され

るパネルもこれに応じ種々の意味をもつ｡これを分類すると

図6に示すように3種類に大別できる｡

※5)コマンドプロセッサとは,各種のコマンドを実際に処理するプロ

グラムのことである｡

ASPEN(画面の動き)

仁〕◇

修 正 ◇

注:略語説明

001READ(5,100)X

OO2 Y=X＋50A

OO3 Z=Y**3

004 ∪=×＋K

OO5 WRIT巨(6,200)∪

↓

001READ(5,100)×

002 Y=X＋50A

OO3 Z=Y* *3

定数の書き方が誤っています｡

)

ヽ

I

ヽ

コンパイラ

ノ

一一′

エラーメッセージ

ASPEN(AdvancedEditor SYStem for ProgrammingE仙ronment)

図4 ASPEN(エディタ)とコンパイラの結合 ソースプログラムの

編集作業中に,コンパイルを実行しエラーメッセージを見ながらソースプログ

ラムを修正できる｡

√｢

パネル

◇

MODE

データ

ピク

C プログラム

P膠

コマンド
プロシジヤ

注=[=二令データの流れ -◆ 制御の流れ

つ

図5 プログラム,コマンドプロシジャ,パネルの結合 パネル

を軸として処理(プログラム,コマンドプロシジャ)を結合できる｡三者間で

MODEデータによって情報を;度L合える｡

(a)処理(プログラム,コマンドプロシジャ)よりも上位に

立ち,これらの起動を支持するためのパネル(メニューバネ

ルという)

(b)処理の中からデータの入力･出力のために表示される

パネル(データパネルという)｡

(C)対話応答時の説明用のパネル(ガイドパネル又はヘルプ

パネルという)｡

メニューバネルはいわゆる処理の状態変化を引き起こす2)た

めのパネルである｡データパネルは汎用なもので単なるデー

タの入出力や処理に対するパラメータの指定などにも使用さ

れる｡また,対話の有利な点の一つとして,エンドユーザー

がその場で操作方法の説明を要求できる点があり,これに対

応するものがガイドやヘルプである｡
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例

1.データの入力

2.データの出力

3.印刷

値を入力して下さい

Al=>()

A2=>()

A3=>()

入力方法の説明

Alには去年1年間の

借の合計を

パネルの種類

メニューバネル

(業務の選択)

データパネル

(データの入力･表示など)

ガイドパネル

(説明のためのパネル)

図6 パネルの種類 パネルには,メニュー,データ,ガイド(又はヘル

プ)の3種類がある｡

(3)データの論理化･抽象化

複数の処理の間で同一の情報を受け渡す場合,その表現形

式が問題となる｡処理は複数のプログラムやコマンドプロシ

ジャ内で実行される｡しかも各々のプログラムごとに,記述

言語や処理方式も一般には異なり,これに伴い情報の最適な

表現方法も各々ごとに異なる｡また処理の結果,外部の装置

(ディスプレイ装置,ディスク,プリンタなど)に出力される

形式も異なる｡このため,情報の受け渡し形式を受け渡しを

行なう二者間で規定し合った場合,図7(a)に示すように多

種の変換が必要である｡またシステムとしての統一性がなく

エンドユーザーにとって分かりにくくなる｡

このような事態は受け渡す情報を論理的に標準化し,抽象

的なデータとして取り扱えるようにすることで解決する3)｡

新対話システムでは,ミドルレイヤMODElの中にデータ

を論理的な標準データとして統一的にアクセスできる関数群

を準備している｡これによって図7(b)のように少ない変換で,

かつエンドユーザーから見たとき単純化された形でデータを

取r)扱える｡

(4)グラフィックス処理機能

データ(情報)の表現形態として,対話環境では特にグラフ

ィックスが重要である｡グラフィックスには,任意の図形の

作図を目的とした汎用グラフィックスと,その応用として折

れ線グラフや棒グラフなど規定されたグラフの作図を目的と

したビジネスグラフィックスとがある(図8)｡

汎用グラフィックスに関しては,情報の自由な受け渡しを

可能とするため作図を行なう装置(グラフィックスディスプレ

イ装置,プリンタ,Ⅹ-Yプロッタなど)によらずに作画ができ

ることが望ましい｡また,標準化されたプログラムインタフ

エ‾スが提供される必要がある｡この2点からGKS(Graphical

KernelSystem)那),4)に準拠する形とした｡

※6)GKSとは,ISOの国際規格GraphicalKernelSystemのことであ

る｡
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図7 データの受け渡L (a)処理の主体を∩とすると,二者間で受け渡

L形式を決めると形式の変換はn/種頬となる｡(b)論理的なデータを介するこ

ととすると,形式の変換は∩種類でよい｡また全体が分かりやすい｡
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霊悪貨 ⇒警雪イル

図8 汎用グラフィックスとビジネスグラフィックス 汎用グラ

フィックスでは装置独立,標準インタフェース化をねらいとLてGKSを採用L

た凸 ビジネスグラフィックスでは簡易性,再利用可言巨をねらいに,グラフの形

式ファイル機能をサポートした｡

ビジネスグラフィックスに関しては,グラフ形式を簡易に

定義でき,またそれを再利用できることが必要である｡この

ためグラフ形式を対話形式で定義して保存可能とし,これを

実行時にデータと組み合わせ作画できる方式とした｡これも

データの抽象化の一つの具体化である｡

(5)対話操作性を重視した各種アプリケーションプログラム

対話操作性･生産性を重視したエディタ(ASPEN),デバッ

グ(COBOL/TD‥COBOL/Testingand Debuggingなど)及

びそれらを利用しプログラム開発を支援するシステム(EA-

GLE2二Effective Approach to Achieving High Level

Software Productivity2)をアプリケーションレイヤ中に実

現した｡

田 主な機能と特長

図9に新対話システムを構成する主な製品を示す｡本章で

はこのうち中心的製品である対話環境基盤MODElと総合形

テキストエディタASPENを取り上げ,新対話システムの具体
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⊂=====コ:既存又は工ンハンス製品

注:略語説明

ASPEN(AdvancedEd■tOr System for ProgrammlngEnvlrO=me=t)

APL/AF(AProgrammlngLangu∂ge/AdvarlCedFacilLty)
BGRAF(BusinessGraphicsFeature)
COBO+/TD(COBO+/Testけ1ga〔d Debugglng)

DRUNOFF(Document Runoff)

EAGLE2(Effec仙eAppro∂Ch toAchievlngHjgh LevelSoftwa｢e

Produc仙ty2)
EXCEED(ExeculjveManagement Decis■0nSupport System)

FORT77/TD(FORT77/Testlngand Debuggjng)

KGRAF(Kerne】GraphlCSFunct】0nS)

L-MEE2(LibraryManagement SYStem Exte=dedVersio=2)

MODE/BS(Multi-mediaOpen-endedDja10gue E=VlrO=me=りBase)

MODE/GRF(MODE/Gra帥C ServICe)

MODE/FNT(MODE/Font Se川Ce)

MODE/PN+(MODE/PanelServLCe)
MODE/TBL(MODE/Table Serv10e)

NTEXT2(N弓hongoText Composer2)

OFORT77E2(OFORT77ExtendedVersion2)
OFORT77(Optlm凪ngFORTRAN77)
OPLl(Optimizi【gP+り
TMP4E2(TSSMonitor Program4ExtendedVersion2)
TRUST(TotalResourceand User Conlroげacil】ty)

TWTR(TerminalWriter)

×COBO+E2(×COBOLExtendedVersion2)
×COBO+(Extended COBO+)

図9 新対言古システム関連の主要製品 各レイヤニとの主要製品を示す｡

ユーザー
プログラム *⇒杓『ハY

F∧〔RGB

⇒
KGRAF

⇒画法: * ビジネスグラフ

の出力指示
** 汎用グラフの出

力指示

図10 KGRAFとBGRAF ユーザープログラムからBGRAFをコールし,

各種ビジネスグラフを出力できる｡BGRAFは中でKGRAFをイ重用している｡

的な特長と考え方を述べる｡

4.1対話環境基盤製品MODEI

MODElには,基本的な制御をつかさどるMODE/BS

(MODE/Base),グラフィックスを処理するKGRAF(Kernel

Graphics Functions)とBGRAF(Business Graphics

Feature),対話環境の基本要素を対話形式で定義するMODE/

PNL(MODE/PanelService),MODE/TBL(MODE/Table

Service),MODE/GRF(MODE/GraphicService),MODE/

FNT(MODE/FontService)が含まれる｡

MODE/BSはMODEl環境の次の基本機能を実行する｡

(1)制御の結合‥…･プログラム,コマンドプロシジャ,パネ

ル間での制御の受けi度し｡

(2)データの結合･…‥プログラム,コマンドフロンジャ,パ

ネル間でのデータの受け渡し｡

(3)データ操作用関数群･…‥データを論理的に(物理的な形式

によらず)受け渡すための関数群である｡データ型(スカラ型,

レコード型,テーブル型)などに対応し一連の関数群が準備さ

れている新8)｡

(4)パネル制御用関数群……3種のパネル(メニュー,データ,

ガイドパネル)ごとに表示,入力などを指令するための関数群

が準備されている那)｡

これらを組み合わせるとによって図5の形が実現できる｡

KGRAFはGKSに準拠した汎用グラフィックスパッケージ

である｡これを利用してビジネスグラフィックスバッケ‾ジ

BGRAFが動作する｡BGRAFを使用することによって折線グ

ラフ,棒グラフ,円グラフ,面グラフ,散布図,階段グラフ

などをユーザープログラム内から出力できる(図tO)｡

これらのMODEl基本機能群を有効に利用できるためには,

そこで用いられる基本要素を対話形式で楽に定義･更新でき

なければならない｡

MODE/PNLによってMODElのパネルを対話形式で定

義･更新できる(図lり｡表形式の情報量の多い定義画面を使

用し,また出来上がりを見ながら要領良く短時間でパネルを

定義･更新できることを特長としている｡

MODE/TBLはMODElのテーブル型データを対話形式で

定義･編集するためのプロダクトである(図12)｡

MODE/GRFはビジネスグラフのグラフ形式を事前に定義す

る｡また,その形式に従ってグラフを出力するためのプロダ

クトである｡MODE/GRFを使えば,プログラムを作成しなく

てもグラフが作れる｡

4.2 エディタASPEN

ユーザープログラム開発の際に,エディタはその中心とな

る道具である｡エディタの機能･操作性はプログラム開発の

生産性に大きく関連する｡ASPENの特徴と主な機能は次のと

おr)である｡

(1)総合形のテキストエディタ化

従来VOS3のエディタには,行モードのエディタである

HQED(HitachiQuickEditor)とEDIT(Editor),全画面モー

ドのエディタがあり,使い分けがめんどうであった｡ASPEN

はこのような点を改善し,プログラム開発作業を総合的に支

援するエディタである｡

(2)初心者と熟練者の両方を対象とした編集機能

(a)画面コマンドと行コマンドの両方が使える(図3)｡

栄7)このほかに,画像処理を行なうFIGURE(従来からの■製品)も

MODElに含まれる｡

※8)SIMULAなどのクラスの概念に村応する｡
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(b)同時に複数個のプログラムを表示,編集できる｡

(c)正規表現によって文字列を検索･編集できる｡

(d)UNDO(やり直し)コマンドがある｡

(e)画面分割,ページマップ(図14)によるスクロール,プ

ログラム内の特走行の固定表示などの編集支援機能がある｡

(3)プログラム開発作業を支援する機能群

(a)プログラムの編集を保留にした状態でコンパイルやコ

MODE/PNL(画面の動き)

♯ ♯ # ♯ ♯ ‡

‡値 の 入 力 ♯

♯ ‡ ♯ ♯ ♯ ‡

♯(‡ ‡)

♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯

値 の 入 力

位置 大きさ 属性

赤

■l

′

位置 大きさ 属性

2 4 赤

4 1

5 1

l
)芳彗±笠り志

)修正可
図11MODE/PNL(パネルサービス)表形式の情報量の多い対話画面

を使用Lて･短時間でパネルを定義できる｡また,画面分割によって出来上が

りのパネルを見ながら定義できる｡

MODE/TBL(画面の動き)

表形式の定義

(1回目だけ)

l

値の

入力⇒
変更

××X XX XX ××

001 37 03 28

002 30 45 14 ⇔日表の保存

図12 MODE/TBL(テーブルサービス)MODElのテーブル型データ

の形式(表形式),内容を対話形式で定義･更新できる｡

001 READ X

D OO2 Y=X＋1

D OO3 Z=X*2

004･

コマンド( )

〔画面コマンドを使用したとき〕

001 READ X

OO2 Y=×＋1

003 Z=X*2

004

コマンド(2:3D)

〔行コマンドを使用Lたとき〕

図13 ASPENのコマンド 簡便さを特長とする画面コマンドと投入の

楽な行コマンドを用意している｡使いやすい方で操作できる(図は2行目と3行

目を削除する例である亡〉画面に直接":D〝を投入してもよいL,カーソルを動

かさずコマンド域に≠2:3D”を投入Lてもよい)｡
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編集中の画面

1. ＋ ･. ･ ･ 10

現在の画面

の位置

カーソルを合わせ

たところに

スクロールする｡

⊂:::::::=::コ編

集

中
フ

[=::::=:::コ ア

イ
ノレ

図14 ASPENのページマップ プログラム全体の中で現在表示してい

る相対位置を示す｡ページマップからだいたいの位置に直接スクロールするこ

とも可能である｡

ピーなど付帯した作業が行える｡

(b)コンパイラと連携できる(図4)｡

(C)TSSコマンドを自由に活用できるなど｡

8 結 言

VOS3新対話システムは,近年の対話処理に対する強いニ

ーズのもと,その基礎を形成するものとして開発したもので

ある｡本論文で述べたように,対話環境の優位点をうまく活

用するための新機能を種々盛り込んでいる｡

これらの機能によって,非定型業務を含む対話業務の操作

性が向上できる｡また,ユーザープログラムの生産性の向上

が期待できる｡

しかし,対話処理の原点はあくまでも端末を利用している

エンドユーザーの位置にある｡この点を常に認識し使いやす

さを追求した新たな機能を更に追加してゆくことが必要であ

る｡また,2050のような高機能ワークステーションを用いて

の機能分散,ホストワークステーションの連携機能に今後発

展させてゆくことが重要な課題である｡
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